
モナリザは高脂血症？
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モナ・リザの左の目頭には黄
色いしこりがある。米粒よりや
や大きな腫瘤だという。「芸術
新潮」（1999年9月号）で､医師
で作家の篠田達明氏が「画面の
中のモナ・リザは生活習慣病で
ある高脂血症を患っていた可能
性が十分ある」としている。
レオナルド･ダ･ヴィンチは科

学者の目で、すべてを見逃さず
に描いたようである。
コレストロールの多い食物を

長年摂り続けると、アキレス腱
が太くなり、皮膚にもコレスト
ロ－ルがこびりつき、黄色いし
こりが肌の各所で盛り上がり、
肘やまぶたがその好発部位だ、
と篠田氏は言う。
貴族のジョコンダ夫人のリザ

さん（モナは敬称）は、相当な
食いしん坊で、イタリア料理を
飽食していた、と言われている。
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調味料は計量。よい味の豚肉ホイル焼

平成15年11月27日,南部近隣

センター。主催・南部地域健
康づくり推進員（食生活推進
員） 後援・柏市健康推進課

左
の
目
頭
に
黄

色
い
し
こ
り
が

南部近隣センターで開かれた高脂
血症予防の調理実習に参加した。


